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内
容

■ 心にハザードマップを　

■ 脳の検査について

■ リハビリ部通信

■ 栄養部通信　栄養部おすすめメニューレシピ

■ 講演会のお知らせ

■ 退任の挨拶　

■ 新任医師紹介

■ 学術活動 7月～9月

当院ではWiFi 無料インターネット接続サービスがご利用いただけます。ご希望の方は受付までお問い合わせください。

《基本方針》
1 脳の専門病院として24時間、常に質の高い医療を提供します。
2 患者さんの権利を尊重します。
3 患者さんの安全と安心を確保し、医療事故の予防と対策に努めます。
4 急性期から慢性期、在宅までの地域の関連機関と連携を強化します。
5 翠清会の職員である誇りを持ち、プロとしての実力を高め、チーム医療に貢献します。

《病院理念》
Patient First　「患者さん第一」
ファースト・オピニオン（First Opinion）を提示でき、
セカンド・オピニオン（Second Opinion）を求められる病院に！

翠清会梶川病院
TEL：082-249-6411  FAX：082-244-7190
〒730-0053 広島市中区東千田町1丁目1-23
http://www.suiseikai.jp

翠清会ニュース

編集委員：今村・山﨑・松岡・黒瀬・清水・深井・遠藤・大歳・木村・藤本・荒川

　翠清会介護老人保健施設ひばりは15年前の平成 15年８月１日に開設されました。

当時、介護スタッフは専門学校新卒の若者が多く、明るく楽しい介護施設を目指しました。

おかげさまで本年 8 月、15 周年を迎えることが出来ました。利用者様、ご家族、地域の皆様、職員の皆様に心

より感謝申し上げます。

　7 月 6 日から続いた豪雨により中国地方各地で土砂災害が発生し、死者、行方不明者、住宅や道路に甚大な

被害が報告されています。犠牲になられた方々のご冥福を心からお祈りし、被災された皆様にお見舞い申し上げ、

一日も早い復旧を願ってやみません。

　このような災害は決して前代未聞のことではありません。広島県は、中国山地から、山中の渓流が瀬戸内海に

流れ込む地形も多く、山裾のあたりに集落が出来て、普段は静かで落ち着いた暮らしだと思います。今回の災害

はまさにそのような地域で起きました。豪雨と土砂、その上を滑る大きな岩は瞬時にして集落を流していきました。

4年前の安佐南、安佐北の災害もそうでした。

　戦後、被曝から1か月後の昭和 20年 9月17日に襲った枕崎台風による豪雨では、広島市内の河川は氾濫し、

山間部、呉地区、島しょ部の山沿いでは多数の山崩れが発生し、県内に1154 人の犠牲者を出したそうです。原

爆被災者を収容した大野浦（大野町）の陸軍病院では山崩れで病院ごと流され、多くの犠牲者が出ました。

　広島市は河川の氾濫防止のため、河の放水設備、護岸の整理を計画的にすすめ、七つの川と言われた太田

川水系は整備された六つの川になり、安全な川と言われています。

　しかし、気候変動による台風、地震、津波等は、「想定外」を想定しなければならなくなっています。災害時

に身を守る安全対策、職場での患者様・利用者様を守る安全対策に、心にハザードマップをしっかり刷り込んで、

自助・互助し、行政との連絡（公助）、近隣との連携（共助）を密にして、災害への備えをしたいと思います。

職員の愛犬紹介
さくらちゃん

介護老人保健施設ひばり施設長　梶川咸子

心にハザードマップを

退任の挨拶

脳神経外科医長　蛯子裕輔

学 術 活 動 7月～9月7月～9月
6/23 第104回日本精神神経学会中四国地方会
日中傾眠を契機に診断に至ったnemaline myopathyの30歳女性例 
脳神経内科 立山佳祐

6/30-7/1　臨床検査技師のための認知症対応力向上講習会B
臨床検査部　西野真佐美

7/4　第43回症例から学ぶ神経内科in広島
皮質下出血を繰り返す40歳男性例　脳神経内科　立山佳祐

7/14-15　第21回日本臨床脳神経外科学会
当院に於けるDWI/RESOLVE検出能の比較　放射線部　田中伸治
当院SCUにおけるせん妄リスク因子の分析　看護部　戸倉謙二
転倒カンファレンスの導入による転倒件数の比較から今後の課題　看護部　池尻有希
転倒・転落カンファレンス導入後の「転倒・転落」件数の分析と課題
～リハビリテーションの視点から～　リハビリテーション部　原田　亮

当院の回復期リハビリテーション病棟におけるアウトカム除外項目該当患者の実績指数に影響を及ぼす因子　
リハビリテーション部　桑原健一

8/21　The 11th Successor Generation Meeting
脳梗塞発症予防における内科的管理　脳神経内科部長　今村栄次

9/15　日本医師事務作業補助研究会第8回全国大会
当院における医師事務作業補助者の業務改善の取り組み　医局秘書　大歳智子

9/29　第27回NPO法人日本脳神経血管内治療学会中国四国地方会
コイル塞栓術後、脳内出血を来した中大脳動脈破裂脳動脈瘤の１例
副院長・血管内治療部長　須山嘉雄

9/29　第20回中国四国脳卒中研究会
乳児期の頭部外傷が誘因と考えられた皮質下出血を繰り返す若年男性例　脳神経内科医長　中森正博

　この度、8月末をもちまして退職することとなりまし
た。脳神経外科医として平成28年1月から2年8か月
間勤務させていただきました。何かと至らぬ私でした
が、脳卒中をはじめとして多くの患者さんと関わらせ
ていただき、大変貴重な経験をさせていただきました。
また、上級医の先生方にもご指導いただき、多くのこ
とを勉強させていただきまし
た。当院で学んだことを今後
の診療に生かしていきたいと
思います。これからも皆様の
ご健康、ご活躍をお祈り申し
上げます。

講演会のお知らせ講演会のお知らせ
ひろしま「知の拠点」再生プロジェクトの
一環として講演会を開催致します。

「もしかして脳梗塞？
　～ご家庭でもできる
　　チェック項目について～」

脳神経外科医長　大仲佳祐

新任医師紹介
東京医科歯科大学より来ました、大仲佳祐と申します。
埼玉県出身です。何度か旅行など
で訪れて好印象だった広島で働く
ことになり、嬉しく思っています。
まだまだ未熟者ですが、できる限
り地域の脳外科医療に貢献したい
と思っていますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

脳神経外科副部長　岡田朋章

初めまして。7月1日より静岡県三島市から参りました岡
田朋章と申します。これまで地域
病院での勤務が長く、脳血管障害、
頭部外傷の患者さんを数多く診療
させて頂きました。梶川病院では、
さらなる修行を積ませて頂きたい
と思います。未熟者ではあります
が、よろしくお願い致します。

hitoto広島ホームページや当院ホー
ムページに詳細を掲載しております。
皆様のご来場、心よりお待ちしてお
ります。

●木
10
　 25
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